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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本で生まれ育った外国人児童のリテラシーの発達の特徴を、作文の分析を通し
て捉えることを目的とした。外国人住民が多数居住する地域にある小学校（調査開始時は外国人児童が全校生徒の60％
弱）で，6カ年にわたって出来事作文のデータを収集し，外国人児童と日本人児童の作文の比較分析を行った。収集し
た作文は、外国人児童作文が約500件、日本人児童作文が約250件である。作文量や文構造の複雑さ，語彙の使用，文法
・表記の誤りなどを定量的に，作文の内容を定性的に分析した。多面的，かつ縦断的に分析を行った結果、日本生育で
あっても、外国人児童の作文力の発達には、日本人児童とは異なる特徴が見られた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to reveal the characteristic of the development of th
e literacy of foreign children born in Japan through the analysis of essays about school trips they wrote.
 For this purpose the essays were analyzed from several perspectives and investigated longitudinally. We a
nalyzed quantitative the use of Chinese characters and complexity of structure and the amount of the vocab
ulary were analyzed. In addition, we extract the error of character and grammatical errors, and analyzed t
hem. Furthermore the contents and the structure of the essays were analyzed with qualitatively.
The results show that foreign children even if born in Japan, has features that is different from the Japa
nese children in the development of literacy. 
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科研費の分科・細目：

日本語教育

キーワード： 日本生育外国人児童　リテラシーの発達　出来事作文　量的分析　質的分析　横断研究　縦断研究

日本語教育



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 

科研申請当時（平成 22 年）日本国内の年少
者日本語教育の領域では，日本で生まれ育っ
た２世世代の子たち（以下日本生育外国人児
童・生徒と呼ぶ）の教育が新たな課題として
認識されていた。外国人住民集住地域の学校
では，外国人の子どもたちのほとんどを日本
生まれの子どもが占めるという状況もみられ
る。たとえば，齋藤（2008）には，関東のあ
る小学校で，在籍外国人児童 112 名中，日本
生まれが 93 名と 83％を占めているという報
告がある。土屋（2008）でも，東海地域のあ
る小学校の外国人児童 1年生 23 名のうち，滞
日期間が５年以上のものが 14 名（66％）と，
日本生まれか乳児期来日の児童の割合が高い
ことが報告されている。さらにこの頃，厚生
労働省の人口動態統計年報においても，父母
の双方あるいは一方が外国籍である子どもの
出生数が総出生数の３％を超えた。こうして
教育現場において，2 世世代の日本生育児童
生徒の言語発達上の問題が課題として意識さ
れるようになっていた。 
OEDD による PISA2003 年調査では，移民生

徒の読解および数学リテラシーに関して，半
数の国で 25％以上の 2世世代が基礎的リテラ
シーのレベル１（比較的簡単な文章から情報
を見つけ出す）に達していないことが報告さ
れている（OECD,2006 ）。移民大国と呼ばれる
欧米，豪州，そして，シンガポール・香港等
のアジアの一部の国・地域では，移民の子ど
もの言語の発達や学力を人的資本と考え，教
授言語の教育を重視してきたが，その充実の
度合いが，PISA の結果に現れていたという。 
日本においても，日本生育外国人児童生徒

の「自らの目標を達成し，知識と可能性を発
達させ，社会に参加するためにテクストを理
解し，活用し，深く考える能力」であるリテ
ラシーを伸長するための教育・支援が差し迫
った課題であることは明らかであった。 
 
２．研究の目的 

 
日本生育外国人児童のリテラシーの発達に

関し，その重要な要素である書く力の発達の
一側面を，かれらの作文の分析を通して明ら
かにすることを目的とする。日本生育外国人
児童の小学２年ら６年までの作文をデータと
し，その作文について，量，言語形式，内容・
構成の諸側面から分析を行い，日本人児童の
それとの比較を通し，かれらの書く力の発達
の特徴を多面的に描き出す。結果は日本生育
外国人児童の言語教育に関する多くの示唆を
含み，彼らへリテラシー教育・支援現場にと
って有益な情報になると期待できる。 
なお，本研究では両親の両方あるいは片方

が日本語・日本文化以外の言語文化を有する
場合に，国籍にかかわらず外国人児童と呼ぶ。 
 
３．研究の方法 
 
外国人住民が多数居住する地域にある小学

校（調査開始時には外国人児童が全校生徒の
60％弱）において，６カ年にわたって出来事
作文のデータを収集し，外国人児童（日本生
育，来日外国人児童の２グループ）と日本人
児童の作文について比較分析を行った。収集
した作文は，外国人児童作文が約 500 件，日
本人児童作文が約 200 件の計 700 件である。
これらのデータに関し，次の６つ方法で分析
を行い，日本生育・幼少期来日外国人児童生
徒の作文の力の発達の特徴を考察した。 
① 産出量，文の複雑さに関する量的分析 
② テキストマイニングによる語彙分析 
③ 表記の誤りの分析 
④ 文法等の誤りの分析 
⑤ ルーブリック評価による内容分析 
⑥ エピソード分析による文章構成の分析 
なお，本科学研究費による研究は平成 23 年

にスタートしたが，作文データは平成 20 年よ
り収集を開始している。紙面の関係で，ここ
では，上記の①④⑤の分析結果の一部を報告
する。以下，外国人児童を F，日本人児童を J
として結果を述べる。 
 

４．研究成果 
 
4-1 産出量・文の複雑さ―計量分析（横断） 
 
2008-2011 年に収集した F364 件（ベトナム

205，中国 96，カンボジア 22，ラオス 18，ブ
ラジル 5,フィリピン 5，バングラディシュシ
ュ 5,その他 8），J作文 209 件，計 574 件の作
文データを対象に産出量と文の複雑さに関
して計量的に分析を行った。産出量は文字数
で(表１)、文の複雑さについては 1文あたり
の文節数と複文割合で示す（図２，図３）。 
 

表１ 文字数 

 
２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

F 169.9 318.8 536.6 599.6 483.7 

J 190.1 304.6 463.4 514.5 509.4 

 
この結果，産出量(文字数)については，F

は中学年で Jと同等かそれ以上となった（表
１）。文の複雑さに関して，１文の文節数は
中学年で差が大きくなり（３年生では統計的
に有意な差），高学年で差は縮小するが依然
残っていた（図１）。複文割合（図２）から
は，J が高学年で文構造の複雑化を見せるの
に対し，F は中高学年ではその発達が緩やか
で．遅れがあることが示唆される。 
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 文法上の誤りの分析（縦断）
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3 ルーブリック評価による内容分析
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図５ ルーブリック評価による内容分析
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ルーブリック評価による内容分析
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容は中学年で日本人児童と同等になるが，心
情や考えなど内面の表現は，高学年で再度差
が生じている。 
総合的にみれば，中学年までに表層的な作

文能力は日本人児童と同等に発達するが，そ
の後，日本人児童が見せる文章の質的発達に
は，外国人児童の発達は遅れを取ると言えそ
うである。 
その他，ここでは結果を具体的に示せなか

ったが，本研究を通して以下の点も明らかに
なっている。 
・来日外国人児童と比較すると，多くの分析
結果で，日本生育外国人よりも，4 歳以降
に来日した外国人児童のほうが総じて高
く，母語・母文化環境で一定の学習経験を
有する方が日本語の作文力の発達におい
ても優位である可能性が示された。 

・一方，日本人児童にも作文の力が発達しな
い児童が少なくなく，調査対象校の地域的
特性が大きく関与していると推察される。
また，日本生育外国人児童にも日本人児童
同等かそれ以上に優れていると評価され
る作文力を獲得している児童もおり，家庭
内の言語及び教育環境が大きく影響して
いると考えられる。 

 
以上より，地域及び家庭の言語環境とリテ

ラシー発達の関係を明らかにすることの必
要性が浮かび上がり，次の課題として取り組
む予定である。 
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